
 事 業 名 親子で遊んで、楽しくマナーアップ 

 団 体 名 息栖小学校区子育てネットワーク委員会 (神栖市) 

 連携・協働団体  「しいの木クラブ」（本の読み聞かせボランティア） 
 「おやじの会」 
 「さわやかクラブ」（息栖小家庭教育学級） 
 「息栖小児童見守り隊」 
 「女性ネットワーク」（息栖小母親ボランティア） 

 事業のねらい 少子化・核家族化、地域における人間関係の希薄化等から、わが子のみの狭
い視野での子どもへの関わり意識が見受けられる。親に多くの子どもとの様々
な活動での積極的な関わりをとおし、視野の広まりと子どもの成長についての
理解を深めさせ、改めて子育ての在り方について考える事業とする。 
また、様々な活動をとおして「あいさつ」「マナーアップ」等の大切さを親

子で学び、家庭・地域での実践化を促進する。 

 活動の内容 １ 本の読み聞かせ  毎週水曜日・金曜日 

  「しいの木クラブ」が毎週水曜日、金曜日の読書タイム(8:10～8:30)に、低
学年を中心に教室訪問し読み聞かせを実施している。 

《児童・ボランティアの声》 
・読み聞かせのお母さんが読む方がいいです。 
だから、読み聞かせのお母さんにもっと来 
てほしいです。 

・身を乗り出しながら聞いてくれている子ど 
もたちをみていると、読んでいる方も気持 
ちが乗ってきます。家でも子どもが「読ん 
で」という機会が増えて、家では主に父親 
に読んでもらい、親子のコミュニケーショ 
ンが密になったように感じます。 

２ 昔の遊び体験  平成20年11月15日（土） 
  参加者 児童 保護者 
  「おやじの会」が中心となり「いきすまつり」で、竹馬遊び、竹とんぼ作り

(4年生以上)、ナイフでの鉛筆削り（３年生以下）を実施した。 
《児童・保護者の声》 
・竹とんぼを作って、大人が優しく教えてく 
れてとてもうれしかったです。うまく作れ 
なかったけれど楽しかったです。お父さん 
に教わって、またチャレンジしてみようと 
思います。 

・休日に外出先で「おやじの会」のおじちゃ 
んと呼ばれると恥ずかしいが嬉しい。 

３ 「登下校見守り」「挨拶運動」 随時 
   「息栖小児童見守り隊」｢女性ネットワー 

ク」の方々が、児童の登下校の際に一緒に 
歩いてくれたり、自宅付近の通学路に出て 
見守ってくれたりと子どもたちの安全に協 
力してくれている。また、児童とともに朝 
のあいさつ運動や車による巡視等も時間の 
許す範囲で行ってくれている。 

 今後の取組み ・それぞれのボランティアの人数をもっと増やしていきたい。 
・親も子も、知っている親・子どもが増えることで、学校外においてもコミュ
ニケーションが取れるようになり、今後、更に地域の絆を強めていきたい。

 問い合わせ先 〒314‐0146  神栖市平泉2780 

神栖市立息栖小学校  電話 0299‐92‐0514   

 

〔朝の読み聞かせ〕 

〔竹とんぼ作りに熱中〕 

〔見守り隊の活動〕 


